
ー

の

如

く

長

い

歴

史

を

持

つ

て

ゐ

る

摩

訶

衍

は

今

日

で

は

塗

く

日

本

化

せ

ら

れ
、最

早

印

度

の

も

め

で

も

な

け

れ

ば

支

那

の

も

の

で

も

な

い
。A
」
日

で

は

全

く

日

本
、
の

も

の

で

あ

る
。日

本

民

族

の

も

の

で

あ

る
。此

の

意

味

に

於

い

て
、摩

訶

衍

は

確

か

に

日

本

民

族

の

上

に

立

脚

し

た

世

界

的

精

紳

蓮

動

の

力

素

だ

逕

思

ふ
。

世

界

は

今

や

大

な

る

轉

換

期

に

臨

ん

で

ゐ

る
。轉

換

期

は

一
面

に

於

い

て

危

險

性

を

帶

び

る
。而

し

て

世

界

人

類

は

等

し

く

徹

底

的

真

實

丈

化

の

建

設

を

急

ぎ
、そ

の

運

動

を

待

ち

焦

れ

て

ゐ

る
。二

め

種

の

世

界

的

精

神

運

動

帥

ち

摩

訶

衍

的

新

蓮

動

の

火

葢

は

果

し

て

何

處

の

國

で

切

ら

れ

る

で

あ

ら

う

か
。米

國

が

先

ん

す

る

か
、日

本

が

先

ん

す

る

か
、將
,た

英

國

が

起

す

か
。世

界

改

造

の

】
大

轉

　

,期

に

當

つ

て
常

に

遲

れ

勝

ち

で

あ

つ
た

我

が

國

に
於

い
て

世

界

的

摩

訶

衍

蓮

動

の
第

一
聲

を

擧

,dげ

た

い

ざ
田
心
ふ
。

i

(
U-i;
t10
・
]
o
・十
五
・稿
了
)i

選

擇

集

古

版

木

の

發

見

及

び

古

版

本

の

種

類

(委

稿
)

藤

堂

砧

範

余

は

日

常

職

務

の
關

係

か
ら

希

覯

珍

書

に
接

す

る

機

會

多

き

を

以

て
、宗

祀

撰

述

の
邏

擇

集

の
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古

版

に

種

々

異

版

あ

る

こ

蓬

を

知

b
、彼

此

野

照

し

て

其

の

種

類

を

甄

別

せ

ん

ε

の

念
、頻

り

な

り

し

折

柄
、大

正

八

年

四

月

宗

漱

界

第

十

五

卷

第

四

號

に

新

村

博

士

が

選

擇

集

古

版

本

考
を

掲

載

ぜ

ら

れ

し

よ

b
、更

に

其

の

希

望

を

進

め

ん

こ

て
、本

集

の

古

版

を

隨

時

諸

處

に

檢

索

せ

る

に
、計

ら

す

も

本

年

九

月

知

恩

院

藏

版

倉

庫

の

廢

殘

古

版

木

の

堆

積

裡

よ

転

數

十

枚

の

本

集

古

版

木

を

發

見

し
、是

を

仔

細

に

黙

檢

す

る

に

両

面

に

十

七

字

詰

六

行

の

も

の

四

頁

分

宛

鏤

刻

せ

ら

れ

あ

り

て
、其

の
゜
一
面

の

左

端

に

は

選

の

一
字

ε

番

號

の

數

字

ご

を

陰

刻

せ

り
、其

の

數

字

に

俵

れ

ば

全

數

三

十

三

枚

の

内

一
、二
、三
、四
、五
、六
、八
、九
、十
、十

一
、十

四
、十

七
、二

十

一
、二

十

三
、二

十

四
、二

十

五
、三

十

一
、三

十

　

」二
の

十

九

枚

あ

り
、其

の

最

後

の

第

三

十

三

放

の

両

面

は

各

刋

記

あ

め

て
、
一
面

は

延

應

版

の

刋

記

ジ

に

し

て
、他

面

は

永

享

版

の

そ

れ

な

り
、此

の

両

刋

記

を

注

然

院

所

藏

の

延

應

版

本

及

び

新

知

恩

院

-所

藏

の

永

享

版

本

に

比

較

す

る

に
、其

の

字

體

字

形

寸

毫

も

違

は

す
、約

七

百

の

星

霜

を

閲

み

し
、そ

の

間

知

恩

院

は

數

侵

の

火

災

興

廢

あ

り

し

も
、儼

然

其

の

面

影

を

印

す

る

こ

ε

を

得

る
、實

に

親

し

く

宗

租

の

奪

容

を

拜

し

て

選

擇

直

受

の

想

あ

ら

し

む

る

も

の

な

り
。

斯

く

両

版

の

巌

女

が

同

一
版

木

に

印

刻

せ

ら

れ

居

る

は
、永

享

版

は

延

應

版

の

覆

刻

に

し

て
、全

く

延

應

版

磨

滅

摺

寫

に

堪

へ
ざ

る

を

以

て
、二

百

年

後

の

永

享

十

一
年

に
延
7
應

版

を

覆

刻

の

時
、直

に

其

の

版

木

の

裡

面

を

利

用

せ

る

も

の

ε

見

ゆ
、併

し

殘

餘

の

十

八

枚

は

此

の
第

三

十

三

の

版

木

(-26)



の

如

ぐ
、表

裏

同

一
交

に

非

ざ

る

を

以

て
、塵

挨

蠹

糞

を

掃

ふ

て
仔

細

に

黙

檢

せ

ざ

れ

ば

斷

定

し

難

き

も
、此

の
刊

記

よ

り

推

斷

す

れ

ば
、麺

應

永

享

の

両

版

木

な

る

事

を

想

像

し

得

べ

し
。

兎

に

あ

れ

此

の

版

本

の

發

見

は
、現

今

唯

、一
部

宛

殘

れ

み

延

應

永

享

の

両

版

本

の

價

値

を

重

か

ら

し

む

る

の

み
な

ら

す
、今

日

現

存

古

版
、木

中
、明

に
刋

行

年

月

を

誌

せ

る

南

都

興

幅

寺

所

藏

の

建

久

六

年

の

陰

刻

銘

あ

る
、成

唯

識

論

述

記

の

一
枚

の

版

木
、廣

島

縣

御

調

榊

瓧

所

藏

の

嘉

頑

二

年

の

刋

記

あ

る
陶

彌

陀

經

及

び

普

門

品
、同

三

年

の

刋

記

あ

る

金

剛

壽

命

陀

羅

尼

經

の

版

木
(此

の

三

は

近

時

國

寳

に

編

入

せ

ら

れ

し

も

の
)の

次

ぎ

に

列

す

べ
く
、本

邦

古

刻

吏

上

重

要

の

位

置
,を

占

む

べ

き

も

の

に

し

て
、叉

吾

宗

に

取

り

て

は

大

師

出

世

本

懐

の

太

著
、吾

宗

立

歡

開

宗

の

大

典

の

唯

一
無
-

こ

の

古

版

木

な

る

を

以

て
、實

に

宗

賓

の

第

一
に

推

す

べ

き

も

の

に

し

て
、宗

門

の
慶

事

ε

謂

ふ

べ

き

な

り
。

本

集

古

版

本

の

}兀
久

版

及

.建

暦

版

の

開

版

有

無

に
∵
就

て

は
、大

に

研

究

の

餘

地

あ

る

も

の

に

し

て
、正

確

な

る

皮

料

の

發

見

を

待

つ

に
非

ざ

れ

ば

斷

定

し

難

き

問

題

な

る

を

以

て
、今

暫

く

此

の

二

版

本

は

擱

き
、覡

存

旗

本

中

刋

認

あ

る

も

の

ε
、な

き

も

の

ε

を

羅

列

し

て
、聊

か

其

の

種

類

の

辨

別

を

試

み

む
。

元

來

本

集

の

版

本

は
「佛

書

磅

究
」所

載

高

瀬

師

の

蒐

集

目

録

に

依

れ

ば
、刋

記

あ

る

も

の

丶

み

に
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て

も
、無

慮

六

十

餘

種

を

算

ふ

る

多

數

あ

り
、今

余

は

延

應

己

後

足

利

末

期

迄

の

版

本

蓬

認

む

べ

き

も

の

丶

み

に

就

き

て
、其

の

種

類

を

檢

す

る

に
、刋

記

の

有

無

両

本

k

就

き

七
、八

種

の

多

數

を

算

し

得

べ
し
、鎌

倉

以

降

足

利

末

期

迄

大

約

三

百

年

間
、其

の

間

大

{干
は

戰

亂

を

以

て

蔽

は

れ

た

る
、所

謂

暗

黒

聴

代

に

し

て
、鏤

版

め

術

幼

稚

な

る

上
、然

も

淨

土

宗

は

未

だ

寓

宗

の

域

を

脱

せ

ざ

る

聴

に

於

て
、斯

く

數

度

の

開

版

あ

る

實

に

驚

異

の

事

に

屬

す
、而

し

て

其

の

現

存

版

本

を

見

る

に

皆

整

版

に

し

℃
、春

日

版

及

び

野

山

版

等

の

和

版

の

系

統

に

瀦

し
、行

數

及

字

數

も

此

の

種

の

版

式

に

多

く

見

る

亠
ハ
行

十

七

字

詰

に

し

て
、欄

界

及

び

界

線

な

く
、書

體

は

寫

經

風

の
豊

麗

優

雅

の

も

の

な

り
、裝

頑

は

粘

葉

綴

に

し

て

紙

の

表

裏

両

面

に

摸

印

せ

り
り

　甲

刋

記

本

　

一
、

延

應

版

法

然

院

所

藏

本

延

應

第

一
之

暦

沽

洗

第

六

之

天

校

根

源

正

本

直

展

轉

錯

鏐

帥

寫

印

字

用

令

流

布

矣

右

の

如

く

本

女

ざ

同

大

同

體

の

丈

字

を

以

て

尾

題

の

後
、
一
行

を

隔

て
、二

行

に

印

刻

せ

る

も

の

に

て
、各

版

中

字

體

晟

も

優

秀

の

も

の

な

り
、上

冊

七

十

八

葉
、下

冊

五

十

二

葉
。

二
、

建

長

版

西

本

願

寺

所

藏

本

i28)



建

長

三

年

七

月

日

、

願

圭

入

阿

彌

陀

佛

ビ

尾

題

な

く

卷

末

本

交

の

次

頁

に

右

の
刋

記

印

刻

し

あ

り
。

」
三
、

正

中

版

久

原

交

庫

所

藏

本

正

中

二

年

十

月

'
日

比

丘

了

延

刻

右

の
如

く

尾

題

の

次

に

二

行

に

印

刻

せ

り
、此

の

久

原

女

庫

の

所

藏

本

は

惜

し

い

哉

零

本

に

し

て
、下

冊

の

み

現

存

せ

り
、此

の
版

は

各

種

の

内

最

も

特

徴

を

具

へ
た

る

も

の

に

し

て
、亠
ハ
行

十

八

字

詰

に

印

刻

せ

ら

れ
、字

體

は

延

應

版

ε

異

な

る

も

豊

麗

遒

勁

な

り
、卷

冊

は

本

末

両

卷

に

分

た

れ
、第

八

三

ー6

章

よ

り

下

冊

ε

し

て
、其

の

卷

頭

に

選

擇

本

願

念

佛

集

末

ε

題

せ

り
、他

本

の

下

冊

に

は

題

號

を

置

か
傘

、叉

第

九

四

修

章

よ

ザ

分

冊

せ

る

ど

は

大

に

相

違

せ

り
、懺

ら

く

は

上

卷

散

逸

し

て

見

乃

こ

ε

を

得

ざ

る

を
、下

冊

六

十

八

葉
。

四
、

永

享

版

新

知

恩

院

所

藏

本

此

の

本

は

延

應

版

の
嗣覆

刻

な

る

を

以

て
、彼

の

延

應

版

刋

記

の

後

に

異

筆

の

字

體

を

以

て
、左

の

如

く

三

行

に

印

刻

せ

り
。

奉

開

板

選

擇

集

者

爲

法

界

衆

生

往

生

極

樂

令

(29)



寮

貴

東

山

知

恩

院

勸

進

沙

門

靜

秀

永

享

+

一
年

紀
+

二

月

二
+

五

日

奇

ε
す

べ
き

は
今

回

發

見

の
版

木

ε

對

照

す

る

に
、版

木

に

は
此

の
刋

記

の
第

二
行

全

部

ε
、第

三

行

+

丿
年

の

一
の

字

ε
・う

二

月

の
+

の
字

ε

を

創

去

し

あ

る
と

に

し

て

是
舟

れ

の

爲

に
削

去

む

せ

る

に

ゃ
、安

置

云

云

を

削

り

て

前

行

の

女
.
だ

け

に

て

は

全

然

意

味

を

な

さ

す
、叉

十

一
年

一
を

削

り

て

は

干

支

相

當

せ

す
、實

に
兒

戯

の

削

去

ε

い

ふ

ぺ

し
㍉案

す

る

に

此

の

版

本

或

る

時

代

知

恩

院

よ

り
、他

に

持

去

ら

れ

た

る

こ

ご

あ

り

て
、其

の

際

の

出

來

事

か

蓬

も

想

像

せ

ら

る
。

乙

無

刋

記

本

一
、

久

原

交

庫

所

藏

康

樂

寺

舊

藏

本

此

の

本

體

裁

行

數

字

詰

等

總

て

廼

應

版

に

異

な

り

な

け

れ

こ

も
、上

册

第

一
章

の

私

釋

段

第

↓

む

問

答

の

答

に
、迦

才

の

淨

土

論

を

引

く
下
、「其

證

如

此

不

足

疑

端

但

諸

宗

立

漱
」の

交

中

但

の

一
字

瓰

字

せ

る

た

め
、第

二

章

段

己

下

字

配

り

に

は

相

異

な

き

も
、行

數

は

一
行

宛

短

縮

せ

ら

れ
、最

後

の

頁

麺

應

版

は

第

亠
ハ
行

に

て

終

れ

る

も
、此

の
本

は

第

五

行

に

て

終

れ

り
、字

體

は

麺

應
、正

中

の

二

版

に

次

で

優

麗

な

る

も

の

な

り
、因
.に

康

樂

寺

は

信

濃

國

更

級

郡

整

崎

村

に

在

り

て
、親

鸞

門

下

西

佛

房

開

基

の

寺

な

り
。
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二
、

佛

澂

大

學

所

藏

岩

田

慶

淳

署

名

本

此

の

本

の

體

裁

等

叉

延

應

版

に

異

な

り

な

き

も
、字

體

稍

劣

れ

り
、特

徴

は

下

冊

四

修

章

中

の

敬

の

字

の

大

孚

は

缺

謁

し

て

嵌

の

形

ε

な

れ

り
、署

名

者

慶

淳

は

遘

如

門

下

の

人

な

り
、以

て

開

板

の

,時

代

を

窺

ふ

に

足

る
。

三
、

大

雲

院

所

藏

貞

安

上

人

所

持

本

此

の

本

の
髏

裁

等

亦

延

應

版

及

び

無

刋

記

の

第

二

の
版

に

似

た

る

も

の

な

る

も
、開

卷

の

往

生

之

業

念

黛

爲

先

の

割

註

の

下

に

三

分

弱

を

隔

て

丶
本

の

字

印

刻

し

あ

り
、叉

下

冊

第

九

章

段

の

初

,葉

左

最

初

の

行

の

餘

業

の
女

字
、餘

案

ご

誤

刻

し
、第

十

二

章

段

最

終

の
焉

の

字

爲

ε

誤

刻

せ

る

特

,徴

あ

り
、此

の

所

藏

本

の

外

に

は
、佛

敏

大

畢

所

藏

寫

字

堂

之

藏

書

ε

二

行

に
刻

せ

る

橢

圓

形

の

印

影

あ

る
本
、(此

の

印

影

寫

字

臺

ε

な

す

べ
き

を

誤

り

て

寫

字

堂

ε

刻

せ

る

も

の

・
由
)及

び

久

原

丈

庫

に
古

經

堂

の

藏

印

あ

る

も

の

上

冊

蔀

同
版

な

り
、此

の
外

に
東

京

市

僻

逋

院

所

藏

本

は
・上

册

の

一
部

分

を

見

た

る

⑭

み

な

る

を

以

て
、詳

細

に

定

め
難

き

も
、此

の

版

ε

同

種

か

左

な

ー

ば

第

二

の
も

の

高

版

患

な

る
、兎

に
角

此

の

第

二
、第

三

の
二

版

は

辨

別

餘

程

困
難

に

し

て
、上

に
藻

べ

し

特

徴

の
外
、下

冊

第

+

畢

段

菫

引

交

の
觀

無

量

壽

經

の
觀

の

字

の
書

の
具
(岩

田
慶

淳

本
)略

ら

・(貞

安
上

人

持

本
)等

に

膂

、辛

じ

て

其

の

異

版

だ

る

や

否

や

を

知

り

得

る

な

り
・此

の
両

版

は

何

れ
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か

一
が

原

版

に

し

て
、他

は

覆

刻

版

ε

想

像

せ

ら

る
。

四
竃

注

然

院

所

藏

の

一
本

此

の

本

亦

延

應

版

等

に

異

な

り

な

き

も
、字

體

他

本

に

比

し

最

も

醜

劣

不

齊

整

に

し

て
、就

中

下

冊

第

九

章

段

の

初

葉

右

第

四

行

及

び

第

亠
ハ
行

の
「聖

衆

等
」の

三

字

の

如

き
、字

體

矮

小

殊

に

其

の

最

も

甚

し

き

も

の

な

り
、此

の

外

の

特

徴

は

上

冊

卷

頭
「往

生

之

業

云

云
」
の

割

註

の

直

下

に
、上

の

名

號

ざ

同

大

の

交

字

を

以

て
「本
言

刻

せ

り
、是

れ

第

三

の

版

の
「本
」の

字

ε

は

位

置

及

び

大

小

を

異

に

せ

り
、此

の

外

に

誤

刻

非

常

に

多

く
、其

の

中

二

三

を

摘

出

せ

ぱ
、第

二

章

段

の

私

釋

段

の

十

行

目
「依

正

む

む

二

報
」は

依

正

行

報

ε

な

り
、同

章

段

の

最

終

頁

初

行

の
王

在

硝
形
」は

正

在

一
形

ε

な

り
、第

三

本

願

　

む

・章

の

私

釋

段

の

五

行

目
「何

時

何

佛

所

發

此

願

乎
」は

放

此

願

乎

ε
な
り
、第

八

三

心

章
の
私

釋

段

の
「内
」

む

の

字

は

悉

く

肉

亡

誤

り
、第

十

化

讃

章

の

私

釋

段

の

終

三

行

目

の
「由

ー6

散

故
」は

自

心

散

故

、ε

な
り

む

、第

十

五

護

念

章

私

釋

段

の

最

終

行

の
「延

年

轉

壽
」は

延

擧

轉

壽

ε

な

る

等
、實

に

枚
泉
丁
に

堪

へ
ざ

る

'誤

刻

多

々

あ

り
、此

の

本

は

多

數

現

存

せ

る

も

の

ε

見

え

て
、大

雲

院

に

貞

安

上

人

所

持

本

の
他

に

一
本
、久

原

女

庫

に

古

經

堂

舊

藏

の

零

本

上

冊

首

缺

の

一
本
、宗

歡

大

學

所

藏

の

二

本
、野

上

蓮

外

師

,所

藏

本

等
、六

本

を

參

見

せ

り
、皆

同

一
版

種

の

も

の

な

り
、此

の

版

は

便

宜

上

足

利

末

期

ε

し

て

取

扱

ひ

置

き

た

る

も
、或

は

徳

川

初

期

開

版

ビ

見

る

方

爰

當

な

ら

ん
。
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以

上

余

が

實

現

し

た

る

は

右

の

如

く
、刋

記

本

無

刋

記

本

各

四

種

都

合

八

版

に

し

て
、此

の

外

に

未

見

の

版

本

に

し

て

異

種

の

本

あ

る

や

は

計

ら

れ

ざ

る

も
、
先

づ

以

上

の
版

本

に

就

て

考

・漁
る

に

其

の

多

く

は

延

應

版

系

統

の

も

の

に

し

て
、即

ち

永

享

版

の

外

に

無

刋

記

本

の

四

種

は

宛

ん

.ε

此

の

系

統

に

腸

す

る

も

の

な

り
、其

の

内

康

樂

寺

奮

藏

本

は

稍

異

黙

の

甚

し

き

も

の

な

り
、正

中

版

は

一
見

全

く

嬲

途

の

系

統

に

屬

す

る

こ

ご

は

知

ら

る

丶
處

な

り
、建

長

版

は

最

近

實

見

の

機

會

を

得

べ

き

も
、今

日

に

て

は

唯

卷

末

刋

記

の

部

分

の

み
、實

物

大

の

寫

眞

を

見

た

る

に

て
、未

だ

全

般

を

認

め

ざ

る

を

以

て
、今

俄

に

斷

定

し

が

た

き

も

刋

記

等

の

位

置

よ

り

考

人
、又

義

山

上

人

刻

本

の
賑

に

「建

長
以

降

刋

者

・威

從

麺

應

云

云
」の

厥

あ

る

に

よ

り

考

ふ

る

に
.矢

張

り

延
7
應

版

系

統

の

も

の

な

る

ぺ

し
、而

し

て

此

の

延

應

版

の

版

木

が

知

恩

院

に

現

存

し
、且

つ

同

系

統

の

永

享

版

に
「令

安

置

東

山

知

恩

院

め

刋

記

并

に

版

木

現

存

せ

る

よ

ぴ

推

す

れ

ば
、此

の

系

統

の

開

版

は

吾

淨

土

宗

徒

尠

く

ε

も

鎭
・西

流

徒

の

手

に

な

り

し

も

の

ε

想
・像

せ

ら

る

べ

し
。

叉

此

の

無

刋

記

本

匹

種

開

版

の

前

後

及

び

年

款

を

判

定

す

る

こ

ε

は

至

難

の

事

に

し

て
、何

人

と

臨
`
F̂/J
も

能

は

ざ

る

處

な

る

べ

き

も
、單

に

字

體

の

巧

拙

及

び

現

存

流

布

の

多

少

等

よ

り

し

て

恣

に

臆

斷

を

下

せ

ぱ
、無

刋

記

本

は

上

記

の

列

次

の

如

き

順

序

に

依

り

て

開

版

せ

ら

れ

し

に

非

ざ

る

歟
、即

ち

第

四

の

版

本

の

如

き

は

字

體

最

も

劣

悪

に

し

て

其

の

現

存

數

も

余

の

見

た

る

處

に

て
は
、
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他

本

に

比

し

此

の
本

の

み

は

多

數

を

算

へ
得
ぎ

を

以

て
、最

後

に

開

版

せ

ら

れ

し

に

躯

ざ

る

か
、暫

く

愚

見

を

記

す
。

爾

此

の

古

版

に

關

聯

し

て

一
研

究

を

要

す

べ

き

事

は
、季

氏

の

序

丈

に

し

て
、以

上

の

八

本

を

始

め

蓬

し

て
、元

祿

亠
ハ
年

迄

二

十

餘

種

の

開

版

あ

る

ゆ

其

の

各

本

悉

く

李

氏

の

序

交

刻

し

あ

ら

ず

し

て
、其

の

已

後

の

も

の

に

は

悉

く

同

序

交

の

印

刻

し

あ

る

事

な

り
、然

る

に

今

此

の

延

應

版

蓬

永

享

版

ε

の

開

卷

の

袖

に

筆

寫

し

あ

る

序

丈

を

見

る

に
、何

れ

も

共

に

南

北

朝

時

代

若

く

は

室

町

聴

代

の

書

體

に

し

て
、此

を

現

行

本

の
序

丈

に

比

ぶ

る

に

行

交

丕
・
淡

古

雅

に

し

て
、字

數

も

約

用干
ぱ

を

減

せ

り
、今

決

疑

鈔

裏

書

及

び

大

澤

見

開

に

註

釋

の

た

め

引

出

せ

る

丈

旬

に

對

照

す

る

に
、能

く

適

合

し
、現

行

本

の
序

丈

の

文

旬

は

一
も

見

る

處

な

し
、叉

現

行

本

及

び

延

應

版

本

の
筆

寫

の

序

丈

は

撰

者

の

官

名

を

兵

部

卿

ε

せ

る

に
、裏

書

及

び

見

聞

に

は

刑

部

卿

こ

せ

り
、今

對

照

に

便

せ

む

爲

め
、延

應

版

本

に

筆

寫

せ

る

序

女

を

左

に

録

出

す
。

新

彫

邏

擇

本

願

念

佛

集

序

兵
部
卿
挙
朝
臣
基
親
作

夫

以

專

稱

衛

謨

之

歡

門

者
。直

至

西

刹

の

要

路

也
,不

但

釋

迦

金

口

之

官
「
亦

爲

彌

陀

素

意

之

願
。二

日

三

日

執

持

名

號

之

謹

諸

佛

舒

舌
。十

聲

一
聲

必

得

往

生

之

義

吾

等

銘

肝
。爰

室

上

人

有

.一
軸

文

集

之

書
。號

選

擇

本

願

念

佛

集
。秘

密

壇

行

人

疑
り即

身

之

觀

故

可

閣

之
。大

小

乘

學

者

愛

隨

心

之

注
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故

難

操

之
。於

念

佛

之

衆

生

者
誰

不

歸

哉
。因

茲
.雖

知

埋

壁

之

誡
。還

胎

彫

版

之

印
。於

戯

玄

元

聖

組

五

千

言
。令

尹

早

著

上

下

之

典
。本

願

選

擇

數

十

張
。門

徒

將

得

摺

寫

之

盆
。思

徳

之

志

古

今

惟
い同

者

歟
。于

時

辛

未

之

歳

建

子

之

月
。聊

勒

意

樹

遙

儔

來

葉

云

爾
。

巳

永

享

版

に
筆

寫

せ

る

も

の

亦

此

ε
同

一
女

章

な

る

も
、撰

者

名

の
詑

入

な

き

點

相

異

せ

り
、是

に

依

り

考

ふ

る

に
現

行

本

の
序

文

は

後

世

徳

川

時

代

何

人

か
其

の
當

時

の
輕

佻

浮

華

の
世

潮

に
威

染

し
、大

に
潤

色

の
筆

を

弄

せ

し

も

の

ご
見

ゆ
、忽

澂

師

亦

此

の
譏

を

冤

れ
す

後

の
潤

色

の
序

丈

を

用

ゐ

て
決

疑

抄

の

凡

例

に
「李

氏

序

女

諸

本

不

同
。交

有

増

減
。而

於

義
8無

逹
。今

則

依

見

行

印

本

所
載
J

ε

記

し

置

か

れ
、後

人

を

し

て

眞
(
の
序

女

に

接

す

る

の

機

會

を

尠

か

ら

し

め

し

罪

は

逃

る

べ

か

ら

ざ

る

も

の

な

ら

む
。

以

上

宗

史

宗

學

に

暗

く
、叉

本

邦

書

史

學

に

無

知

識

な

る

を

も

顧

み

す
、鳥

滸

が

ま

し

く

も

此

の

臆

斷

を

爲

す

の

罪

は

敢

て

甘

受

す

る

處

な

り
。大

正

九

年

仲

秋

到

彼

岸

日

華

頂

山

下

に

記

す
。

故

Φ

宗

教

石

井

教

道

(35)


